
■ボランティアコーディネーション力３級検定 共催開催の分担    

                                       （最少催行人数３０人で計算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2020年度版） 

       項    目    開催地団体〔主催〕       ＪＶＣＡ 

１）会場確保 ○  

２）広  報 ○ パンフレットは提供可 

３）申込受付 ○  

４）受験料等徴収 ○  

５）受験票送付 ○受験者へ ○主催団体へ 

６）研修資料原稿作成  ○ 

７）資料印刷 ○  

８）研修当日運営   

ＪＶＣＡ講師（１人）、受付係員（開催地スタッフ１-２人）、会場係員（開催地スタッフ１人） 

 講師交通費 ○  

 講師宿泊費 ○  

９）検定試験運営 係員 ２～３人 

ＪＶＣＡ講師は試験監督者となる。 受付・会場係員（開催地スタッフ２～３人） 

 派遣スタッフ人件費等 ※○  

  ※主催団体でスタッフが配置できす、ＪＶＣＡから係員としてスタッフの派遣を希望する場合のみ

「交通費」「宿泊費（必要な場合）」「日当１０，０００円」を主催団体が負担。 

10）監督者（講師兼）人件費  ○ 

11）採点・合否判定  ○ 

12）合否連絡通知  ○ 

13）合格書発行・送付  ○ 

14）合格者管理  ○ 

研修と検定試験のセット：  

（１）研修受託料（研修講師料・プログラム使用料） ２０４，０００円（税込価格） 

（２）検定公式テキスト代                  ７２，６００円（税込価格） 

            （内訳）＠２，４２０円（税抜価格２，２００円）×３０人（最少催行人数） 

（３）検定料                         １２３，０００円（税込価格） 

            （内訳）＠４，１００円（税抜価格３，７０４円）×３０人（最少催行人数） 


